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富山大学杉谷（医薬系）キャンパス研究活動一覧（第 36 輯）の発刊に際して 
 
 富山大学杉谷（医薬系）キャンパス研究活動一覧（第 36 輯）が発刊されるに際し，1 年
でこれだけ多くの学術・研究業績を挙げられた先生方，また，それをこのような立派な冊
子にまとめられた編集委員，事務の方々のご努力，ご尽力，さらには，第 36 輯に至るまで
長きにわたり継続されてこられたことに，まず心より敬意を表します。 
 さて，私は情報担当理事として，今後の研究教育における利便性の向上及びさまざまな
場面でのセキュリティ向上のため学生証の IC カード化に取り組んでおり,ご承知のように，
この 4 月の新入生から導入することができました。学生個人にかかる負担を軽減し，かつ，
より便利なカードとするために，生協，富山地方鉄道と協議し，生協の組合員証，さらに
は富山地方鉄道の「えこまいか」を搭載することといたしました。これにより，学生は複
数のカードを持ち歩く必要がなくなります。学生証で生協での買い物や市電やバスにも乗
れるようになります。今後年次進行で導入していく予定ですので，遅くとも 6 年後にはす
べての学生の学生証が IC カード化されます。また，今年度から教職員の身分証の IC カー
ド化を検討する予定です。 
 学内の様々なサービスが IC カード対応になるにはまだしばらく時間はかかりますが，図
書館の入退館管理，貸出管理，複写管理等いろいろなサービスも IC カード対応に変更し，
より安全で便利にしていかなければなりません。 
 平成 24 年 6 月に文部科学省より出された「大学改革実行プラン〜社会の変革のエンジン
となる大学づくり〜」では，大学間のこれまで以上の連携が求められております。本学に
おいても，認証連携基盤の構築が必要であると考えております。今回導入したカードは，
全国の大学等教育機関での利用を想定した共通の認証 ID 仕様を有しております。 
 認証連携が実現できれば，学内での SSO（シングルサインオン：1 回のユーザ認証で，異
なるシステムやサービスにアクセスできるシステム）を実現できるとともに，他大学や商
用のサービスを利用する際に，1 つの ID とパスワードで，かつ，ID とパスワードの再入力
をすることなく利用できる環境が実現できます。例えば，出張先の大学のネットワークを
相互認証することで利用したり，これまで学内からしかアクセスできなかった電子ジャー
ナル等に自宅からセキュアにアクセスして利用したりすることができるようになります。 
 情報基盤を構築し，附属図書館を整備して，先生方の研究がなお一層発展するように，
富山大学の研究教育環境を少しでも良くするように努力して参りたいと考えております。 
 最後になりますが，先生方の益々のご活躍と，この研究活動一覧が学問の発展，人類の
幸福に大きく寄与することを祈念いたします。 
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